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序

ա10ڈ೥ؒにわたり೥ฏۉ 5 ˋという力ڧいࡁܦ成௕により、アフリカେ཮はੈ界で࠷も成௕཰のߴい地Ҭに
なͬてい·す。この10೥ؒでアフリカେ཮のශࠔ཰は௿Լし、そのଞの.DGターήットのୡ成もࢹ໺にೖͬて
い·す。

ਓޱϕースではශࠔ཰は௿ԼのҰ్に͋るが、アフリカはґવとしてශしいେ཮で͋り、ٸ଎なࡁܦ成௕に
よͬても֨ࠩはॖখしてい·ͤΜ。サϋϥҎೆのアフリカをத৺としてେ཮಺では޿くٌծが見られ、Τωル
Ϊーへのアクηスはෆे෼です。·た、؀境໘、ࣾ会ࡁܦ໘でのมԽが、アフリカにさらなる՝୊をಥきつ͚て
い·す。ಛに、ީؾมಈ、グϩーόルなਓ૿ޱՃ、ফඅύターϯのมԽにより、アフリカのఱવݯࢿに৽たなѹ
力がֻ͚られてい·す。

Ҏ্のような、·たޙࠓの՝୊にରするޮ果的なιリϡーシϣϯは、ࣗવ࢈ࢿのޮ཰的かつ࣋ଓՄೳな؅理を
ଅし、ैདྷよりも୸ૉू໿ੑが௿く、成௕のԸܙがެฏにڞ有され、ශࠔが࣮֬にݮ࡟され、所ಘ֨ࠩをॖখし、
さらにはੜ׆ਫ४をվળしていくような、そうした成௕のաఔをૅجとしてい·す。

アフリカ開発銀行は、৽たな10೥ઓུ（2013೥ʙ2022೥）のபとして、ʮイϯクルーシブな成௕ʯ、ʮグリーϯ
成௕へのҠ行ʯをਾ͑·した。グリーϯ成௕へのҠ行は、成௕の࣭に関するൣ޿な努力のҰ؀で͋り、アフリカ
諸国がよりޮݯࢿ཰のߴい、࣋ଓՄೳでճ෮力のߴいํ法でその開発目ඪをୡ成してい͚るようࢧԉしていくこ
とをॏࢹしてい·す。本Ϩϙートは、ٸ଎なมԽの࣌代に͓͚るアフリカେ཮の成௕に関して、そのݎ࿚ੑ、࣋
ଓՄೳੑ、แׅੑ（イϯクルーシブੑ）のڧԽをAfDBがॏࢹしていることをཪ෇͚るものです。本Ϩϙートは、
アフリカの開発にとͬてグリーϯ成௕とは何を意味するのかというٞ࿦にରして、ֵ৽的な෼ੳのࢹ఺とॏཁな
イϯプットを提供するものです。

アフリカ開発銀行グループ
૯ࡋ
Donald ,aberuLa
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イントロダクション 1
Chapter

貧困の削減と生計の展望の改善は、引き続き、アフリカにおける絶対的な優先課題だが、
その目的は、ある国の社会的・環境的な資産が効果的かつ持続的に管理されるように

配慮する一方、経済的な目標を達成するための開発上の選択肢を
見極めることに置かれるべきである。



アフリカ開発レポート2012 − アフリカにおけるグリーン成長をめざして2

1 イントロダクション

アフリカのۙ೥の成௕は、ଟ೥にわたる੓ࡦ໘での
վֵと、ఱવݯࢿの࠾औɾ༌出の૿ٸを反映したもの
で͋る。この成௕をҡ࣋し、よりイϯクルーシブなも
のにするためには、௕ظ的に೉しい੓ࡦબ୒が必ཁに
なる。ࠓ೔Ͳのような࣮ફを行うかは、アフリカのॅ
ຽのѹ౗的ଟ数のੜܭを͑ࢧているࣗવ࢈ࢿの࣋ଓՄ
ೳੑにӨڹしてくる。たと͑͹೶ۀηクターはアフリ
カの૯ਓޱの໿60ˋをޏ用して͓り、GDPの 3 ෼の
1 にݙߩしている。ީؾมಈ΍ਓ૿ޱେといͬた21ੈ
、の՝୊に௚໘して、アフリカが৽たな成௕Ϟσルل
すなわͪʮグリーϯ成௕ʯを௥ٻすることが্໋ࢸ୊
となͬている。

؀境໘での࣋ଓՄೳੑとイϯクルーシブੑをॏࢹす
るグリーϯ成௕は、アフリカࡁܦɾࣾ会のະདྷにとͬ
てಠಛのػ会を提示している。ʮアフリカ開発Ϩϙー
ト2012ʯ（ҎԼ、ʮADR2012ʯ）のテーϚは、こうした
എܠのもとに͑ߟられた。ʮADR2012ʯでは、21ੈل
に͓͚る成௕の՝୊をೝࣝし、さらにアフリカの開発
という఺でグリーϯ成௕を௥ٻしていくことのॏཁੑ
を࿦͡ている。
ʮグリーϯ成௕ʯというݴ༿の意味は、地Ҭと文

຺によͬてҟなͬている。ʮADR2012ʯでは、アフ
リカ開発銀行（AfDB）による定ٛを࠾用している。
AfDBによれ͹、グリーϯ成௕とは、ʮ೶ۀのੜੑ࢈
ଓՄೳなイϯフϥのਪਐをؚめ、มԽへの࣋及び্޲
ରԠ力のߏங͓よびࣗવ࢈ࢿのޮ཰的かつ࣋ଓ的な؅
理を௨͡て、ࡁܦ成௕からಘられるػ会をਪਐɾ࠷େ
Խするʯことを示している。
ʮADR2012ʯは、ࣗવࢿ本とੜଶܥをޮ཰的かつ࣋

ଓ的に利用するような、௿୸ૉで、ශࠔと所ಘ֨ࠩの
有するような成௕࿏ઢをڞをܙて成௕のԸ͚޲にݮ࡟

ओுしている。さらにʮADR2012ʯは、アフリカに
͓͚るグリーϯ成௕に͚޲たۚࢿௐୡχーζ、グリー
ϯ成௕をՄೳとする؀境ߏஙのํ法、アフリカに͓͚
るグリーϯ成௕のメイϯストリームԽに͚޲てAfDB
がࢀՃするϙイϯトを࿦͡ている。
ʮADR2012ʯの目的は、アフリカ開発のプϩηス

に͓͚るグリーϯ成௕の位ஔ෇͚に関するٞ࿦をࢗ
ܹすることに͋る。そこでಉϨϙートでは、アフリ
カେ཮に͓͚るࡏݱのࡁܦ成௕のಛ௃に஫目し、ア
フリカのࣾ会ɾࡁܦが௚໘している؀境͓よびࣾ会
、໘での՝୊について࿦͡ている。そのなかでࡁܦ

ʮADR2012ʯでは、より࣋ଓՄೳੑのߴい成௕と開発
Φプシϣϯをਪਐしていくう͑で伴となるηクター及
びテクϊϩδーの໾ׂを୳ͬている。これらのओ୊は、

ʮADR2012ʯのୈ 1 章ɾୈ 2 章でऔり্͛る。ଓい
て、ୈ 3 章ɾୈ � 章ではアフリカの࠶ੜՄೳなఱવࢿ
ੜ、ݯࢿ࢈৿ྛストック、ਫ、ݯࢿ用地、ਫۀ೶）ݯ
෺ଟ༷ੑ）の؅理について࿦͡る。ୈ 5 章では、Խੴ
೩ྉの໾ׂと௿୸ૉ開発のػ会を࡯ߟするҰํ、アフ
リカେ཮に͓͚るΤωルΪー҆શ保োのվળの意ٛを
検ূする。ୈ 6 章からୈ 9 章では、アフリカに͓͚る
グリーϯ成௕をଅਐするために必ཁなઓུをクϩーζ
アップする。ୈ 6 章はグリーϯ成௕࣮ݱに͚޲た開発
্のબ୒のਪਐに͓͚るٕज़Ҡసの໾ׂに஫目し、ୈ
7章ではアフリカに͓͚るグリーϯ成௕のためのۚࢿ
ௐୡのػ会と՝୊を࿦͡る。ޙ࠷に、本Ϩϙートの຤
ඌでは、グリーϯ成௕を͑ࢧる؀境をͲのようにվળ
するかという఺（ୈ 8 章）、そしてAfDBが୲いうる
ଅਐऀとしての໾ׂを࡯ߟする（ୈ 9 章）。本֓ཁでは、

ʮADR2012ʯに͓いて 9 つの章でѻわれているൣ޿な
ٞ࿦を、 6 つの章にॖڽしٞ࿦する。



グリーン成長を
追求する必要性2

Chapter

経済成長を維持しつつ、環境の悪化と格差という問題を是正していくためには、
アフリカ諸国はグリーン成長という道を追求していく必要があるだろう。

グリーン成長は、21世紀における開発ニーズの中心となる未来志向のモデルとして
考えられるべきである。
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2 グリーン成長を追求する必要性

2．1　アフリカ経済の再生

数े೥にわたるࡁܦ的ఀ଺をܦて、΄とΜͲのアフ
リカ諸国はա15ڈ೥ؒ、࣋ଓ的なࡁܦ成௕をମݧして
いる。こうしたத、ଟくのアフリカ諸国がੈ界でも࠷
も成௕཰のߴい国としてೝࣝされている。2001೥から
2012೥にか͚て、アフリカ諸国のGDPのฏۉ成௕཰
は೥5.2ˋͩͬた。2009೥のグϩーόルػةがアフリ
カに༩͑たӨڹはେきかͬたが、ଞの΄とΜͲの地Ҭ
にൺ΂れ͹ܰඍͩͬた（AfDB et al., 2011）。

஫目す΂き఺は、グϩーόルن໛でのٯ෩（Ԥभ࠴
຿ػةなͲ）をは͡め、アフリカ౦部ɾ੢部でのׯ͹
つによる供ػةڅ、ίートδϘϫール΍Ϛリをは͡め
とするଟくのアフリカ諸国に͓͚る಺ฆのӨڹなͲҰ
࿈の֤国ಛ有の事情が͋るத、ۙ೥のアフリカがݎௐ

なύフΥーϚϯスを示していることで͋る。このよう
に、֤ 国のػة΍アフリカ๺部に͓͚るʮアϥブのय़ʯ

（これはアフリカେ཮のࡁܦ成௕をҾきԼ͛た）のӨ
も͋ͬたが、アフリカの成௕はճ෮力を示し、2012ڹ
೥には 7 ˋۙくに·でݎௐにճ෮した。தظ的なల๬
もҾきଓき҆定する見ࠐΈで、2013೥から201�೥にか
͚てもฏۉ 5 ˋの成௕がظ଴されている。

こうしたਐาが͋るҰํ、՝୊もଟくͬ࢒ている。
ਤ 1 に示すように、アフリカはґવとして、౦アδ
ア、ଠฏ༸、ϥテϯアメリカ諸国といͬたଞの開発్
্地Ҭとൺ΂、国ຽ1ਓ͋たりGDPという఺ではޙれ
をऔͬている。ࡁܦ成௕とශݮ࡟ࠔに͚޲た؀境的な
൫もঃʑにଛなわれつつ͋る。アフリカେ཮のҰ部ج
地Ҭでは、৿ྛストック΍Խੴ೩ྉ、೶ۀ౔৕、ਫ࢈
߭、ݯࢿ औɾ࠾本のϋイϖースなࢿといͬたࣗવݯࢿ࢈
 ,成௕のओཁなਪਐ力となͬている（AfDBࡁܦ໣がݮ

図1　地域別に見た住民1人あたりGDP（2000年の米ドルに換算）
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出典：「アフリカ開発レポート2012」編纂チーム、AfDB及び世界銀行のデータベースからのデータに基づく。



アフリカ開発レポート2012 − アフリカにおけるグリーン成長をめざして 5

2012� Sperling et al., 2012）。ೖखՄೳなࢿྉによれ͹、
2000೥から2005೥にか͚てのશੈ界での৿ྛফ໓のう
ͪ൒෼Ҏ্はアフリカによるもので͋る（'A0, 2007� 
6NDP, 2007）。ਓޱの૿େ、೶ۀの֦େ、ۀ޻Խといͬ
たཁҼがす΂てਫधཁの૿େをもたらすなかで、ਫࢿ
は·す·すෆ଍している。アフリカに͓͚るଳਫ૚ݯ
のେ൒は௿Լしている（0teino, 2013� StocL, 200�）。

アフリカでは、ࡁܦ成௕とශࠔの͋いͩにはڧい負
の૬関関܎が͋る。それにもかかわらず、これ·での
成௕はイϯクルーシブなものではなかͬた。アフࡁܦ
リカでは、ϥテϯアメリカҎ֎のଞのす΂ての地Ҭ
よりもେきな֨ࠩが見られる（GÛnther and Grimm, 
2007）。2011೥の࣌఺で、ੈ界で࠷も֨ࠩがେきい国
10カ国のうͪ、 6 カ国がアフリカͩͬた。φϛϏア、
ೆアフリカ、Ϩιト、Ϙπϫφ、シΤϥϨΦω、தԝ
アフリカで͋る（ޙ࠷の 2 カ国は੬ऑ国に෼ྨされて
いる）。·た、ޏ用૑出はݶ定的で͋り、ࣦऀۀはे
෼なࣾ会的保ޢをड͚ていない。

とฒ行し、こうした؀境ѱԽ΍֨ࠩ࣋成௕のҡࡁܦ
といͬた໰୊をੋਖ਼していくためには、アフリカ諸国
はグリーϯ成௕というಓを௥ٻしていく必ཁが͋るͩ
Ζう。

2．2　21世紀のアフリカ

グリーϯ成௕を௥ٻしていく必ཁੑは、21ੈلのグ
ϩーόルな、·た地Ҭ的なトϨϯυ（ಛにީؾมಈと
ਓ૿ޱՃ）をྀߟすると、いͬそう明ྎになͬてくる。
著になͬて͓ݦはੈ界֤地でいよいよڹมಈのӨީؾ
り、ࠓ೔では、ਓؒ׆ಈがそのओཁなݪҼで͋ること
が֬ೝされている（IPCC, 2007a）。ީؾมಈに൐うリ
スクの؅理は、開発に͓͚る਻ཁなテーϚとしてૣく
からೝࣝされていた（たと͑͹、AfDB et al., 2003）。
ਓ૿ޱՃはػ会と՝୊の૒ํをもたらしている。Ұํ
では、ద੾なڭҭख法が提供されޏ用ػ会が૑出され
れ͹、よりੜੑ࢈のߴい࿑ಇ力が૿େするՄೳੑを意
味している。ଞํ、ੜଶܥにґ存するଟくのࡒɾサー
Ϗスがݮগするなかで、ఱવݯࢿをڞ有する必ཁੑが
のؒでੜ͡るͩΖう（.&A, 2005）。アޱғのਓൣ޿

フリカେ཮がਓ૿ޱՃとީؾมಈに൐うཁٻにରԠす
るう͑で、グリーϯ成௕がॏࢹするݯࢿ利用ޮ཰のվ
ળ、ഇغ及びԚછの࠷খԽ、ճ෮力の্޲がॏཁになͬ
てくる。

気候変動とアフリカへの影響
システムにݯࢿมಈは、アフリカେ཮のఱવީؾ

มԽをもたらすことにより、アフリカのࡁܦ成௕に
とͬて、·たアフリカࢢຽの޾෱にとͬてਂࠁなڴҖ
となͬている。アフリカはީؾにରするײडੑがߴ
く、దԠೳ力が૬ର的に௿いことから、ީؾ条件のม
ಈにରしてಛに੬ऑで͋るという見解が޿·ͬてい
る（IPCC, 2007a� Collins, 2011）。ʮީؾมಈに関する
੓෎ؒύωル（IPCC）ʯୈೋ作ۀ部会は、IPCCୈ࢛
の୲౰部෼でアフリカについて࿦͡るなࠂධՁ報࣍
かで、ʮҰ部のアフリカ諸国では、2020೥·でに೶作
෺ऩྔが࠷େ50ˋݮগすると༧૝され、2100೥·でに
೶作෺७ऩೖが࠷େ90ˋ௿Լする。࠷もେきなӨڹを
ड͚るのはখن໛೶Ոで͋るʯとड़΂ている（IPCC, 
2007a）。ଞのڀݚも、これにྨࣅした౰࿭す΂き結果
にͬࢸている。たと͑͹-obell et al.（2001）は、ア
フリカに͓͚るࡏݱのトウϞϩίシ࠿ഓ地Ҭの໿65ˋ
では、࠷దなఱਫ؅理のもとでも、ؾԹがઁ1ࢯ౓্
ঢする͝とにऩྔが௿ԼするͩΖうと報ࠂしている。
೶作෺ऩྔのେ෯なݮগは、ಛにශݮ࡟ࠔという఺で、
Ϛクϩࡁܦ໘でॏେな結果をもたらす。したがͬて、
こうしたিܸにରして、アフリカはܾ定的にॏཁなਓ
的ೳ力及びॊೈかつػೳ的な੍౓的ೳ力への౤ࢿを௨
͡てલ޲きにରԠす΂きで͋る。

さらに、ੈ界のೋࢎԽ୸ૉഉ出ྔのうͪアフリカの
ഉ出ׂ߹は � ˋະຬで͋るが、アフリカେ཮からのೋ
10೥ؒで35ˋ૿ՃしてڈԽ୸ૉഉ出ྔそのものはաࢎ
いる（I&A, 2012）。ީؾ条件のมಈにରするアフリカ
の੬ऑੑも͋り、アフリカ諸国は、ޮ果的かつޮ཰的
なมಈ؇࿨੓ࡦを௨͡て、·た国ࣾࡍ会に͓͚るそ
のような੓ࡦのਪਐを௨͡て、ީؾมಈにରするι
リϡーシϣϯにࢀՃすることに関৺を๊いている。
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アフリカにおける人口増加
アフリカのਓޱは2010೥から2050೥にか͚て 2 ഒҎ

্に૿Ճすると༧ଌされて͓り、これはಉظ࣌のੈ界
のਓ૿ޱՃの໿൒෼に૬౰する（ਤ 2 র）。2025೥ࢀ
·でにアフリカのਓޱはத国のਓޱを্ճり、2030೥
·でにはイϯυよりもଟくのਓޱを๊͑ることにな
る。2050೥·でには地্ٿの � ਓに 1 ਓۙくがアフリ
カॅຽということになΖう。さらに、アフリカॅຽの
10ਓに 9 ਓがサϋϥҎೆアフリカ（SSA）に฻らすこ
とになΖう。

こうしたਓ૿ޱՃ（ಛに࿑ಇ೥ྸਓޱの૿Ճ）はア

フリカにとͬてେきなࡁܦ的ػ会を༩͑るҰํで、େ
きな՝୊もಥきつ͚ている。ࡏݱのϖースでアフリカ
の成௕をଓ͚͹、2050೥の࣌఺でアフリカࡁܦのن໛
は2010೥の࣌఺でのத国ࡁܦを্ճるՄೳੑが͋る。
これはԹࣨޮ果Ψスのഉ出という໘でݒ೦す΂き意味
をͬ࣋ている。これよりかなりૣいஈ֊で、౔地ࢿ
߹ڝ用్に͓͚るۀ޻用్とࢢをめ͙る౎ݯࢿɾਫݯ
なͲ、ਓ૿ޱՃѹに൐う্ݯࢿのେきな੍໿がੜ͡る
Մೳੑが͋り、これによりࡁܦ成௕のػ会がଛなわれ
ることもਪଌできる。

図2　中位変動（Medium�Variant）による人口予測
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出典：「アフリカ開発レポート2012」編纂チーム、国連人口局のデータに基づく。



持続可能性の
高い成長・開発の
選択を推進する

グリーン成長の役割 3
Chapter

グリーン成長の道を追求することで、アフリカ諸国は、アフリカの前進を
維持するために必要な活動にフォーカスした「スマートな」投資を行っていくことになる。

こうした投資には、持続可能なインフラ／エネルギー／都市定住、
土地・水産資源・水資源・森林資源を含む天然資源の管理改善、

自然災害及び気候変動に対する回復力の構築、食料安全保障の向上などがある。
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3 持続可能性の高い成長・開発の選択
を推進するグリーン成長の役割

アフリカはґવとしてੈ界で࠷もශしいେ཮で͋
る。ຫੑ的なٌծ཰に͓いてはґવとしてੈ界ߴ࠷で
͋り、૯ਓޱのうͪ電ؾを利用できるൺ཰はੈ界で࠷
も௿い。したがͬて、ශࠔのݮ࡟とアフリカॅຽのੜ
のల๬をվળすることは、Ҿきଓきアフリカに͓͚ܭ
るઈର的な༏ઌ՝୊で͋る。޾い、グリーϯ成௕の࣮
ફ͓よびその関࿈のテクϊϩδーのதには、࣋ଓՄೳ
な成௕をଅਐする͚ͩでなく、୹ظ的な開発χーζに
Ԡ͑るものも͋る。ͩ が、グリーϯ成௕というιリϡー
シϣϯと௚ۙのࣾ会ࡁܦ的χーζへのରԠとの͋いͩ
では、トϨーυΦフ（ೋऀ୒Ұ）がੜ͡るՄೳੑが
͋ると࣮ূされている。たと͑͹৿ྛফ໓は、৿ྛࢿ
の成௕、Ոఉでの྿Ձな਋೩ྉのۀの༌出૿େ、೶ݯ
利用の結果で͋る৔߹がଟい。つ·り、྿ՁなԽੴ೩
ྉにܙ·れた国にとͬては、よりߴίストのテクϊϩ
δーをϕースにしたグリーϯ成௕のաఔを௥ٻするこ
とは೉しいとೝࣝするՄೳੑがߴい。アフリカେ཮が
௚໘する՝୊は、より௕ظにわたる࣋ଓՄೳੑとࡁܦ
成௕のల๬をଛなわないような開発のيಓを࣮ݱしつ
つ、୹ظ的な開発χーζを࣮֬にຬたしていくことで
͋る。ҎԼの֤અでは、ఱવݯࢿとΤωルΪーηクター
に関して、グリーϯ成௕の࣮ફ͓よびテクϊϩδーの
໾ׂとメリットを࿦͡る。

3．1　�再生可能な天然資源の恩恵を最大
限活用する

アフリカのශࠔ૚のେଟ数は、ఱવݯࢿにେきくґ
存してੜܭをҡ࣋している。すでにड़΂たようにアフ
リカの૯ਓޱの໿60ˋを೶ۀηクターが઎め、アフリ
カのGDPの 3 ෼の 1 を୲ͬている。೩ྉとして఻౷

的なόイΦϚスにґ存しているՈܭの૯数は、2009
೥の 6 ԯ5700ສੈଳから2030೥には 9 ԯ2200ສੈଳ
へと、ઈର数では૿Ճすると༧ଌされている（0&CD 
and I&A, 2010）。೶ۀのੜੑ࢈と఻౷的なΤωルΪー
ࢿ৿ྛをؚΉఱવ、ݯࢿのೖखՄೳੑは、౔地、ਫݯ
のঢ়ଶによͬてܾ·る。したがͬて、これらのχーݯ
ζをຬたすためにఱવݯࢿをܧଓ的に利用するには、
必વ的に、࣋ଓՄೳなܗでこれらのݯࢿを؅理してい
くことが必ཁになる。ҎԼ、これらのݯࢿの࣋ଓՄೳ
な؅理を࣮ݱしていくう͑でグリーϯɾιリϡーシϣ
ϯが୲う໾ׂについて、その࿦ڌを؆ܿに提示する。

農業、林業と持続可能な土地管理
アフリカの೶ۀηクターはաڈ൒ੈلの͋いͩఀ଺

してきた。ੜྔ࢈が૿େした地Ҭでも、そのଟくはߞ
作໘ੵの֦େによるもので͋りੜੑ࢈の্ঢによるも
のではなかͬた（Blu⒎stone and ,Öhlin, 2011）。さら
に、೶ۀのू໿ԽとҨ఻的ଟ༷ੑの௿Լが、௿ऩྔ
͓よびऩྔݮগにつながͬているというݒ೦も͋る

（Rosegrant and -ivernash, 1996）。
グリーϯな೶࣮ۀફがアフリカେ཮の೶ۀੜੑ࢈の

௿Լをٯసできることはূ明されている。ۙ೥のݚ
஬؅理、౷֐によれ͹、౷߹的な（6N&P, 2011）ڀ
߹的なංྉ؅理、௿ߞᠾ೶法、৿ྛ೶ۀ、ਫ࠿ߞഓ、
ूਫ೶ۀ、Ոச౷߹といͬた࣮ફにより、ฏۉऩྔが
େ79ˋ૿େするՄೳੑが͋るという。ಉ༷に、アフ࠷
リカの2�カ国に͓͚る有ػ೶法ɾ४有ػ೶法プϩδェ
クト11�件を෼ੳした結果、こうした࣮ફがಋೖされ
た地Ҭではऩྔが 2 ഒҎ্に૿͑たことがわかͬた

（6NCTAD and 6N&P, 2008）。さらに、೶ۀηクター
の成௕は、ଞのηクターにൺ΂て、よりශࠔ૚に有利
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で͋り（8orld BanL, 2007）、೶ۀੜྔ࢈を૿େさͤ
ることは、ශݮ࡟ࠔと所ಘ֨ࠩのॖখにಛにݙߩする
Մೳੑがߴい。たと͑͹ブルΩφファιに͓͚るӨڹ
ධՁڀݚでは、有ػ೶法へのస׵が೶Ոの所ಘ、৯ྉ
҆શ保ো、શൠ的なੜ׆の্޲につながͬたという結
果が出ている（Pineau, 2009）。Ұํ、ΤνΦϐアでの
所ಘの૿େܭફによるՈ࣮ۀでは、グリーϯな೶ڀݚ
と؀境のվળのূڌが見つかͬている（,assie et al., 
2009）。

とはい͑、Ұ部の国では、Խֶංྉの౤ೖをؚΉઓ
ུを௨͡て৯ྉ҆શ保োをվળしている。たと͑͹
Ψーφでは、೶ۀへの౤ࢿ（情報及び೶ༀɾංྉなͲ
の提供）とイϯフϥվળ、ଜམ部開発、ڭҭ、ҩྍと
を૊Έ߹わͤることにより、1990೥から2011೥にか
͚て、ੈ界ٌծࢦ数で59ϙイϯトのվળを࣮ݱした

（,ufuor, 2011）。·た有ػ೶法とैདྷ೶法の૬ର的な
ऩྔ࣮੷をグϩーόルに検ূするۙ೥のڀݚでは、ऩ
ྔのࠩҟはओとしてシステム及び೶地にݻ有のಛੑ
にґ存しているという結果が出ている（Seufert et al., 
2012）。アフリカに͓いて࣋ଓՄೳなܗで೶ۀੜ࢈を
૿େさͤるには、৯ྉ҆શ保োがґڌするࣗવシステ
ムを保શすることを明֬な目ඪとし、グリーϯな࣮ફ
とैདྷܕの࣮ફの૒ํをؚΉଟ༷なπールが必ཁで͋
る。

৿ྛはۙྡॅຽにとͬて৯ྉ҆શ保ো、೩ྉ、所ಘ
のॏཁなݯઘで͋る。たと͑͹、アフリカのੈଳの໿
70ˋはௐ理及びஆ๪用に໦࣭೩ྉ（਋及び໦୸）を利
用して͓り、Ұํ、৿ྛはଜམੈଳのଟくにとͬて、
৯ྉ及びऩೖ֫ಘػ会を提供するηーフテΟωットと
してػೳしている（Somorin, 2010）。

௚઀的なศӹのଞにも、アフリカの৿ྛはେ཮の境
界をӽ͑たػೳを提供している。৿ྛは、όイΦϚス

Խ୸ૉをִࢎ及び౔৕の૒ํでೋ（༿、ࢬ、װ、ࠜ）
཭する（Beedlow et al., 200�）。1Τーカーの৿ྛ地ଳ
により、໿2.2ʙ9.5トϯのೋࢎԽ୸ૉをั֫がՄೳで
͋る（Birdsey, 1996）。したがͬて、೶Ո΍地ओにର
して、৿ྛストックの֦େ΍৿ྛόイΦϚスのଛࣦ཈
੍なͲのグリーϯɾιリϡーシϣϯとҾき͑׵にࢧ෷
いを行うことは੓ࡦ的な意味が͋る。ʮ৿ྛݮগɾྼ

ԽによるԹࣨޮ果Ψスഉ出཈੍（R&DD）ʯ΍ʮクリー
ϯ開発メカχζム（CD.）ʯといͬた国ࡍ的なイχシ
アνブは、೶Ո΍地ओにରし、こうしたグリーϯɾι
リϡーシϣϯの࣮ࢪとҾき͑׵にࡁܦ的なイϯηϯ
テΟブを༩͑るためのۚࢿをアフリカ諸国に提供して
いる。

本Ҏ্に、্ड़のようなグリーࢿらくଞのࣗવڪ
ϯɾιリϡーシϣϯと௚ۙのࡁܦ的ɾࣾ会的χーζの
͋いͩにはトϨーυΦフが存ࡏする。৿ྛݮগのϖー
スをམとすためには、༌出、೶ۀの成௕、྿Ձな೩ྉ
へのアクηスが٘ਜ਼になる。たと͑͹アフリカதԝ部ɾ
ೆ部のס૩したϛΦϯϘ（.iombo）の৿ྛは、ਪ定
2500ສਓの౎ॅࢢຽに໦୸を提供している（Campbell 
et al., 2007）。੓ࡦ୲౰ऀは、࣋ଓՄೳな৿ྛ؅理に
൐うศӹと、৿ྛのྼԽに൐うػ会අ用、ࡁܦ的ɾࣾ
会的ػ会の૕ࣦとをൺֱྔߟしな͚れ͹ならない。

統合的水資源管理
ਫはアフリカの開発にܽかͤないݯࢿで͋る。ਫࢿ

にとͬてෆՄܽなۀେの利用ऀで͋る೶࠷は、そのݯ
౤ೖཁૉで͋る。アフリカॅຽのଟくがੜܭを೶ۀに
ґ存しているため、ਫ供څの֦େは৯ྉ҆શ保োを޲
্さͤ、ශࠔをݮ࡟し、ࡁܦ成௕をՃ଎さͤる。ੈ界
銀行のੈ界開発ࢦ数σータϕースでೖखできるσータ
によれ͹、アフリカに͓͚る೥ؒのਫ利用ྔશମのう
ͪ、85ˋが೶ۀηクターによるもので͋り、࢒りはՈ
ఉ用（10ˋ）、ۀ޻用（ 5 ˋ）となͬている。とはい͑、
౎ࢢԽと所ಘ্ঢに൐い、Ոఉ用、౎ࢢ用、ۀ޻用の
ਫ利用は૿େしている。国ࡍ࿈߹ਓؒܭॅډ画によれ
͹、アフリカの౎ࢢਓޱは2010೥から2030೥にか͚
て໿�5ˋ૿Ճすると༧૝されている（6N-HABITAT, 
2010）。೶ۀ利用とඇ೶ۀ利用（地ํ࣏ࣗମ用、ۀ޻用）
の͋いͩのਫݯࢿをめ͙るڝ૪の૿େにより、ਫݯࢿ
؅理は、ࡁܦの͋らΏるηクターに·たがるࡁܦ的ɾ
ࣾ会的ɾ੓࣏的໰୊として見る必ཁが͋る。

౷߹的ਫ؅ݯࢿ理に関するグリーϯ成௕ઓུには、
ूਫ（ஷਫɾ഑ਫイϯフϥ）、ਫΨόφϯス、੍౓ߏ
ஙなͲがؚ·れる。これらのઓུはਫの利用Մೳੑを
؅理し、ީؾによるӨڹから೶ۀੜ࢈を保ޢする。し
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たがͬてアフリカに͓͚るਫ؅ݯࢿ理は、ಛに೶ۀに
͓͚るޮ཰的なਫݯࢿ利用を目ඪにす΂きで͋る。よ
りޮ཰的に೶作෺にਫを供څɾ࢖用し、ਫ 1 リットル
͋たりのऩྔを૿΍すことがॏཁで͋る。アフリカେ
཮の国のա൒数がਂࠁなਫෆ଍に௚໘している͚ͩ
に、これはな͓さらॏཁで͋る。

ᕲᕱなͲ഑ਫイϯフϥを௨͡たਫの利用Մೳੑをߴ
めることで、೶作෺のऩྔが૿େするՄೳੑが͋る。
๺アフリカ͓よびೆアフリカをআくアフリカのす΂て
の地Ҭでは、ґવとしてᕲᕱがൺֱ的ະ発ୡで͋る

（,amara et al., 2009� :ou et al., 2011）。アフリカେ཮
では、ू߹的೶地のうͪ໿6ˋしかᕲᕱされて͓らず、
これはੈ界ฏۉの 3 ෼の 1 ҎԼで͋る（Svendsen et 
al., 2009� Salami et al., 2010）。ᕲᕱによりੜੑ࢈がগ
なくとも50ˋはߴ·るՄೳੑが͋るにもかかわらず、
このঢ়ଶで͋る。もͬとも、アフリカ๺部のྫに見る
ように、େن໛なᕲᕱの࣮ફが、࣋ଓՄೳੑの௿いਫ
の利用につながるՄೳੑも͋る。ᕲᕱはਫの利用ݯࢿ
Մೳੑをߴめるために行われる΂きで͋り、ਫෆ଍の
アフリカでਫݯࢿの利用ա৒をもたらす΂きではな
い。

アフリカೆ౦部、౦部、๺部に޿がるׇਫ地Ҭでは
ฏۉ೥ؒ߱ਫྔが1000ϛリҎԼとなͬて͓り、ଜམ部
でのࣗࣗڅ଍Ϩϕルの೶ۀ及びݱ地͚޲ۀ࢈のਫ供څ
を͑ࢧるう͑で地Լਫがॏཁで͋る。地Լਫܥの開発ɾ
ҡ࣋に必ཁなスΩル及びイϯフϥの開発には、ެڞ౤
ԉが必ཁで͋る。ରর的に、େྔの߱ਫがࢧと開発ࢿ
͋りఱਫ೶ۀにґ存している地Ҭでは、ᕲᕱのΈなら
ず্ਫಓ、ਫ力発電、ߑਫ؅理のために必ཁなஷਫイ
ϯフϥを開発する必ཁが͋る。ࡏݱサϋϥҎೆのアフ
リカ諸国では೥ؒの࠶ੜՄೳਫフϩーのうͪஷਫ཰は
ᷮか � ˋで͋るが、これにରしઌਐ諸国では70ʙ90ˋ
となͬている（88AP, 2009）。

ਫ関࿈イϯフϥにՃ͑て、࣋ଓՄೳでެฏかつޮ཰
的なਫ؅ݯࢿ理には、ద੾なਫΨόφϯスがෆՄܽで
͋る。国ࡍ࿈߹開発ܭ画によれ͹（6NDP, 2007）、ਫ
Ψόφϯスには、ʮࣾ会のさ·͟·なϨϕルでਫݯࢿ
を開発ɾ؅理するためにಋೖされた੓࣏的、ࣾ会的、
的͓よび行੓的システムʯが必ཁで͋る。Ψόφࡁܦ

ϯスのためのબ୒ࢶとしては、ྲྀҬҕһ会、ूਫҬ؅
理ػ関なͲ৽たなࣜܗの෼権的੍౓、·た地ํϨϕル
ではਫ利用ऀڠ会、׭ຽύートφーシップなͲが͋る。
国Ո、ެڞ部໳のࡒ੓的ɾٕज़的な໾ׂの௿Լを൐う
Մೳੑもߴい（Niggi, 2009� Salami et al., 2011）。

漁業管理
アフリカに͓͚るۀړੜ࢈は೥ؒ໿760ສトϯとਪ

定され、これはੈ界の૯ߴ֫ړの໿ 8 ύーηϯトに૬
౰する。ۀړはサϋϥҎೆのアフリカ地Ҭで໿1,000
ສਓのޏ用をੜΈ出している͚ͩでなく（.arLwei 
et al., 2008）、アフリカでফඅされるಈ෺ੑタϯύク
࣭の໿17ˋを供څして͓り、Ոசのෆ଍している地
Ҭではಛにॏཁとなͬている（Tidwell and Allan, 
2001）。খن໛なั֫ۀړ 

1

では、ൺֱ的カーϘϯフッ
トプリϯト（Թࣨޮ果Ψスഉ出ྔ）のখさいํ֫ړ法
を用いている。؅ۀړ理は、ଞのఱવݯࢿにも௚઀的
な೾及ޮ果を༩͑るՄೳੑが͋る。たと͑͹、ڕհྨ
が利用できな͚れ͹代ସタϯύクݯとして໺ੜಈ෺が
ཚ֫されるՄೳੑが͋る（Brashares et al., 200�）。さ
らに、ॏཁな代ସタϯύクݯとශࠔ૚に有利なੜܭख
ஈを提供することにより、ۀړηクターは೶ۀによる
౔地へのѹഭをݮগさͤるՄೳੑが͋る。

とはい͑、アフリカに͓͚るั֫ۀړによるਫࢿ࢈
の΄とΜͲは事্࣮のΦープϯアクηスとなͬて͓ݯ
り、੍نなしに୭もがړを行うことができ、ੵۃ的な
؅理は΄とΜͲ行われていない。ۀړへのऔり૊ΈϨ
ϕルが֦େし、ۀړテクϊϩδーがվળされるにつれ
て、औҾྔ（つ·りྔ֫ړ）はڕհྨの࠶ੜ࢈Ϩϕル
を௒աするようになͬた。これは、アフリカେ཮に͓
͚るั֫ۀړのଟくに͓いて、ۀړへのऔり૊Έ୯位
͋たりのྔ֫ړがݮগしていることから明らかで͋
る。さらに֎国のړધஂは数ྔׂり౰てが存ࡏする৔
߹でも΄とΜͲ९कͤず、アフリカ諸国のഉଞ的ࡁܦ
ਫҬ（&&;）಺でのԭ߹ਫݯࢿ࢈については、こうし
たཚ֫ঢ়گにഥंをか͚ている。

ཚ֫໰୊にࣃ止めをか͚るためのグリーϯ成௕ઓུ

1 捕獲漁業（capture fishery）とは、養殖ではなく自然状態で魚を捕獲
する漁業を意味する。
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としては、੍نۀړのࣥ行、ۀړ開発への౤ࢿ、ਫ࢈
ཆ৩のଅਐなͲが͋る。アフリカେ཮の੢部及びೆ੢
部をத৺とするԊ؛諸国は、੍نۀړのࣥ行ঢ়گをվ
ળしな͚れ͹ならない。そのためには、ಛに֘౰諸国
のਫҬでړધのૢۀを行ͬているଞ国に関して、国ࡍ
的な੍ࣥن行アδェϯμにऔり૊Ήٛ຿が͋る。さら
に、ਫݯࢿ࢈ධՁ及びւ༸保ޢをؚめたۀړ開発への
ద੾な౤ࢿが必ਢとなる。ਫ࢈ཆ৩（࠿ഓۀړ）はݱ
ੈ、ࡏ 界のڕհྨੜߴ࢈の3෼の1Ҏ্を઎めているが、
サϋϥҎೆのアフリカではᷮか3ˋで͋る。಺཮୶ਫ
Ҭ及びԊ؛ਫҬでのਫ࢈ཆ৩の開発は、ั֫ۀړにର
するѹ力をܰݮするために必ਢで͋る。

3．2　�エネルギー安全保障、化石燃料、
低炭素開発の機会

アフリカ開発にとͬてΤωルΪー҆શ保োはෆՄ
ܽで͋る。サϋϥҎೆのアフリカ諸国は、ࣗ国に͓
͚るਓؒのج本的ཉٻをຬたすために、ʮ必ཁ࠷௿ݶ
のഉ出（subsistence emissions）ʯを必ཁとして͓り

（Agarwal and Narain, 1991� Sachs and Someshwar, 
2012）、これはઌਐ諸国の๛かなϥイフスタイルをࢧ
͑るためのʮ᩵୔なഉ出（luYury emissions）ʯとは
໛が֦େをଓنのࡁܦରরで͋る。ͩが、アフリカ޷
͚るなかで、ΤωルΪーηクターに͓͚るグリーϯ成
௕ાஔを༏ઌしていくことと、開発を͑ࢧるう͑で௿
ίストのΤωルΪーが果たす໾ׂをೝめることのඍົ
なόϥϯスを௥ٻしていかͶ͹ならない。·たそのҰ
ํで、·す·す୸ૉݯࢿの利用が੍໿され、૬ޓに結
߹をਂめていくੈ界に͓いて、アフリカࡁܦを࣋ଓՄ
ೳかつޮ཰的な、したがͬてڝ૪力͋るものにしてい
くことを௥ٻしな͚れ͹ならない。そのためには、ア
フリカ諸国が࠶ੜՄೳʗ࠶ੜෆՄೳなΤωルΪーݯࢿ
をͲのように利用しているか஫意ਂく෼ੳする必ཁが
͋る。

化石燃料と化石燃料への補助金
アフリカは、Խੴ೩ྉ（ੴ༉、ఱવΨス、ੴ୸）の

๛෋なຒଂྔにܙ·れている。ۙ࠷のਪ定によれ͹、

9 カ国をআいたアフリカ諸国はੴ༉及びʗ又はఱવΨ
スの֬ೝɾਪ定ຒଂྔを๊͑ている。2011೥の࣌఺で、
アフリカはੈ界શମでのੴ༉の֬ೝຒଂྔのうͪ໿
9.5ˋを઎めて͓り、ఱવΨスについて 8 ˋとなͬて
いる。アフリカのੴ୸ຒଂྔは、ੈ界શମの � ˋに૬
౰する（BP, 2012）。アフリカでੜ࢈されるԽੴ೩ྉ
ఱੑס、༉の70ˋҎ্ݪ）のうͪ、かなりの部෼ݯࢿ
વΨスの55ˋ、ੴ୸の23ˋ）がアフリカେ཮֎に༌出
されている（I&A, 2011）。これらのݯࢿはֹڊの༌出
ऩೖをもたらして͓り、·た֎国௚઀౤ࢿ（'DI）を
呼びࠐΜでいる。2000೥から2009೥にか͚て、アフリ
カにରする'DIのうͪ໿75ˋはੴ༉࢈出国にྲྀೖした
もので͋る。ͩが、アフリカ諸国に͓͚る๛かなຒଂ
ྔにもかかわらず、アフリカେ཮にとͬてΤωルΪー
҆શ保োはґવとしてେきな՝୊となͬている。2008
೥の࣌఺で、アフリカの૯ਓޱのうͪ電ؾを利用でき
るのはᷮか�2ˋで͋り、20�0೥の࣌఺でも3෼の2にཹ
·るͩΖう（PIDA, 2011）。

アフリカ諸国の੓෎は、ੴ༉Ձ֨มಈのӨڹがফඅ
ऀに及Ϳのをආ͚るよう、େきなࣾ会的、੓࣏的ѹ力
をड͚ることがଟい。たと͑͹φイδェリアでは、Ψ
ιリϯิॿۚのఫഇにରするେऺ的なٞ߅行ಈがىき
た。利ӹஂମがิॿۚをطಘ権と見なしていたためで
͋る。そこでଟくのアフリカ諸国では、ශࠔ૚による
ΤωルΪーへのアクηスをվળしࡁܦ成௕をଅすため
に、Խੴ೩ྉにิॿۚを༩͑ている。ิॿۚによりԽ
ੴ೩ྉの国಺Ձ֨は҆定し、国ࡍ的なࢢ৔Ձ֨より௿
く཈͑られ、Ոܭのߪങ力をજࡏ的にߴめている。Խ
ੴ೩ྉへのิॿۚは、ௐ理ɾஆ๪用の਋及び໦୸の利
用を཈͑ることにより৿ྛݮগをݮ଎さͤているՄೳ
ੑも͋る。

Ұํで、ิ ॿۚにڧく反ରする੠も͋る。൷൑೿は、
ิॿۚ೩ྉ੍౓のఫഇないしޮ཰Խのためのվֵをओ
ுしている。これは、ੴ༉にରするิॿۚがফඅを૿
Ճさͤ、ೋࢎԽ୸ૉഉ出ྔを૿େさͤているためで͋
る。·た、ิॿۚはශࠔ૚よりも෋༟૚に有利にಇい
ている。さらに、ิॿۚによͬて࠶ੜՄೳΤωルΪー
ٕज़（R&T）への౤ࢿが཈੍され、ެ的なݯࡒがڭ
ҭ、ҩྍ、ج本的なイϯフϥ౤ࢿといͬた༏ઌ෼໺か
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らୣわれている。たと͑͹ೆアフリカに͓いては、Խ
ੴ೩ྉにରするฏۉ的なิॿۚがࢢ৔Ձ֨の6.�ˋと
なͬている。したがͬて、これらのิॿۚをఫഇする
ことにより、GDPの0.1ˋに૬౰するޮࡁܦ཰վળが
もたらされ、ΤωルΪーফඅとೋࢎԽ୸ૉഉ出ྔがそ
れͧれ6.3ˋ、8.1ˋ཈੍されることになる（6N'CCC, 
2007）。

૯߹的に見れ͹、؀境໘͓よびޮ཰໘のྀߟからิ
ॿۚのݮ࡟又はఫഇが理࿦的に࣋ࢧされているが、ิ
ॿۚվֵはґવとしてࢍ൱の෼かれる໰୊で͋る。௕
成௕のためにこうしたվֵが必ཁとなる৔ࡁܦ的なظ
߹には、֤国੓෎は、࠷も੬ऑな૚を保ޢするために
ద੾なࣾ会的ηーフテΟωットプϩグϥムをಋೖしな
͚れ͹ならない。࣮ࡍには、؀境໘でのݒ೦をࣾ会的、
的な഑ྀよりも༏ઌす΂きではない。ิॿۚվֵࡁܦ
のプϩηスは、·ずվֵのӨڹのධՁから࢝める΂き
で͋り、վֵの理༝と、そこからظ଴される௕ظ的な
Ըܙについてのܒ発によͬてେऺ的な࣋ࢧを֫ಘす΂
きで͋る。վֵを࣮ࢪするには、ಁ明ੑと、޼Έにߏ
成されたஈ֊的なアプϩーνが必ཁで͋る。

再生可能エネルギー技術（RET）という
オプション

アフリカは๛かな࠶ੜՄೳݯࢿにܙ·れている。ଠ
ཅޫ発電のϙテϯシϟル͚ͩでも、େ཮શҬにわたり、
೥ؒ15ສ5,000ʙ17ສテϥϫット࣌（T8h）に૬౰す
るとਪ定されている。ಛにܙ·れているのはアフリカ
の๺部地Ҭɾ੢部地Ҭで͋る。ಉ༷にアフリカに͓͚
る෩力発電のϙテϯシϟルも、5,000ʙ7,000T8hとେ
きく、ओとしてେ཮の๺部及び౦部にूதしている。
地೤発電のϙテϯシϟルは 1 ʙ16T8hで、େ཮౦部
にݶ定されている。ਫ力発電のݯࢿはアフリカத部ɾ
ೆ部に޿がͬて͓り、1,8��T8hで͋る。これにରし
て、アフリカに͓͚る૯ΤωルΪーੜྔ࢈は2010೥の
఺で࣌ 1 ສ3,58�T8hで͋る（I&A, 2012）。さらにό
イΦϚスによるϙテϯシϟルは82ʙ372Τクサδϡー
ル 

2

で、これはେ཮શҬに޿がͬている（たͩし、ޙड़
するように、όイΦϚスݯࢿの利用には݈߁໘ɾ؀境
໘でのਂࠁなݒ೦が൐う৔߹がଟい）。表 1 に、アフ
リカ֤地Ҭの࠶ੜՄೳΤωルΪーのϙテϯシϟルを示
した。

2　エクサジュールは1018ジュール。

表1　アフリカ各地域における再生可能エネルギーのポテンシャル

地域
風力

（TWh／年）
太陽光・熱
（TWh／年）

バイオマス
（EJ／年）

地熱
（TWh／年）

水力
（TWh／年）

東部 2,000-3,000 30,000 20-74 1-16 578

中部 49-86 1,057

北部 3,000-4,000 50,000-60,000 8-15 78

南部 16 25,000-30,000 3-101 26

西部 0-7 50000 2-96 105

アフリカ全土 5,000-7,000 155,000-170,000 82-372 1-16 1,844

出典：IRENA（2001）、さまざまな出典からまとめたもの。　
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ҰൠにR&TはґવとしてԽੴ೩ྉΤωルΪーٕज़
よりもߴくつくが、Խੴ೩ྉΤωルΪーٕज़のίスト
が্ঢしているのにରし、R&Tのίストは௿Լの܏
に͋る。ΤωルΪー関࿈イϯフϥがෆे෼な国で޲
は、ޙࠓ数े೥にわたͬてೋࢎԽ୸ૉをଟくഉ出す
るテクϊϩδー͓よびシステムに౤ࢿすることをආ
͚て、R&Tへの౤ࢿをするબ୒もՄೳで͋る（Doig 
and Adow, 2011� Byrne et al., 2012）。

Թࣨޮ果Ψスのഉ出ྔݮ࡟のॿ௕にՃ͑、R&Tの
ల開はアフリカに͓いて෯޿いศӹをੜΈ出すՄೳੑ
が͋る。R&Tは、サプϥイνェーϯに͓͚るサーϏ
スΤϯυ（ྲྀ௨ɾখചɾઃஔɾ保कなͲ）に͓͚るޏ
用をੜΈ出すՄೳੑがߴい。さらに、όイΦϚスを
আくR&Tは、ΤωルΪーݯとしての਋ɾ໦୸を代ସ
する৔߹には、৿ྛݮগのѹ力を؇࿨するՄೳੑが͋
る。·たそれによͬて、਋ɾ໦୸の利用がੜΈ出すཻ
子ঢ়෺࣭をத৺に、利用地ҬでのԚછ෺࣭のݮ࡟をも
たらすՄೳੑも͋る。サϋϥҎೆアフリカでは、೥ؒ
50ສਓҎ্が਋ɾ໦୸利用による԰಺のۭؾԚછがݪ
Ҽとなͬてࢮ๢していることがূ明されている。これ
は100ສਓ͋たりのࢮ๢཰としてੈ界で࠷もߴい数値
で͋る（6NDP-8H0, 2009）。したがͬて、ཻ子ঢ়෺
࣭のݮ࡟は、ܭࡏݱ画されているେؾԚછ੍نをಋ
ೖする͚ͩの৔߹にൺ΂て、ʮো֐ௐ੔ޙのฏۉ༨໋

（DA-:）の఺で、԰֎のେؾԚછに関しては2,000ສ
DA-:、Ոఉ಺のେؾԚછについては2,�00ສDA-:
Ҏ্のվળʯを意味するՄೳੑが͋る（+ohansson et 
al., 2012）。

このようにR&Tにはັ力が͋るҰํ、૬ޓґ存的
なߴ୸ૉのΤωルΪーシステム又は఻౷的なόイΦϚ

スٕज़から৽たな௿୸ૉの代ସΤωルΪーへとҠ行す
るには、複ࡶな՝୊がͬ࢒ている。国ࡍΤωルΪーػ
関のࢉࢼでは、サϋϥҎೆのアフリカのॅຽの80ˋは、
ௐ理用のओཁ೩ྉを఻౷的なόイΦϚスにґ存してい
る（I&A, 2011）。ՈܭのR&TへのҠ行をଅすには、ڠ
ௐ的なऔり૊Έの࣮ࢪが必ཁで͋る。੓ࡦのબ୒に͓
いては、利用ऀがओମとなるようし、よりクリーϯな
テクϊϩδーの࠾用をଅし、ΤωルΪーに関࿈する文
Խ的な׳行をมԽさͤるようなࣾ会的ൣنを࠾用す΂
きで͋る（GrisLevicius et al., 2008）。システムの保क
に関する܇࿅とそうしたシステムの利用によるίスト
અ໿についてのフΟーυόックを利用ऀに提供するこ
とも、େきなศӹをੜΈ出すͩΖう。何よりもॏཁな
のは、こうしたҠ行をࡁܦ的にັ力的なものとするよ
う、よりޮ཰的なิॿۚというۚમ的なાஔをಋೖす
ることで͋る。

に、ΤωルΪーηクターによるグリーϯ成௕のޙ࠷
ํ਑の௥ٻという఺で、R&Tのల開をิ׬するॏཁ
なཁૉが、ΤωルΪーޮ཰のվળで͋る。これはΤω
ルΪーシステムのधཁ͓よび供څサイυ૒ํについて
ることで͋る。'arrell and Remes（2008）によ͑ݴ
れ͹、අ用ରޮ果のߴいΤωルΪーޮ཰վળાஔに
よͬて、2020೥·でに、ੈ界શମの༧૝ΤωルΪーध
ཁを໿20ˋݮ࡟できるՄೳੑが͋るという。これはೋ
ݮ࡟出ࢧԽ୸ૉഉ出ྔの཈੍と、ফඅऀにとͬてのࢎ
をもたらすՄೳੑが͋る。ۀاにとͬては、ΤωルΪー
ίストの௿Լは౤ࢿ、ੜੑ࢈、ऩӹੑの૿େにつなが
る。さらに、੓෎にとͬてもΤωルΪー供څイϯフϥ
に関するίストݮ࡟になるՄೳੑが͋る。
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Chapter

アフリカは技術移転に関して、ハードウェア面での資金拠出にとどまらず、
自らの技術的ニーズ及び最適技術の評価、そして知識（ナレッジ）フローを

通じたイノベーション能力の開発に着手すべきである。
これは「気候イノベーションセンター」を通じて促進することができる。
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グリーϯ成௕ઓུを成ޭさͤるう͑で、テクϊϩ
δーへのアクηスがॏཁなਪਐ力になるՄೳੑが͋
る。ٕज़Ҡస（Technology Transfer、TT）は、ਫ、
ංྉ、೶ༀ、ΤωルΪー͓よびそのଞの౤ೖཁૉの利
用ݮ࡟をਐめることにより、アフリカに͓͚る౔地の
ੜੑ࢈を૿ਐさͤる。·たᕲᕱ΍౔৕؅理ख法もվળ
する。؅ۀړ理に͓いては૷ஔ及びख法をさͤること
で、ݯࢿධՁのΈならず、ਫݯࢿ࢈の発見、ั ֫、ॲ理、
製඼Ճ޻及びྲྀ௨のޮ཰もվળされる（'A0, 2012）。
೶ۀとۀړは、৯ྉ҆શ保ো、ਫ҆શ保োのݯઘとし
て૬ޓに関࿈している。したがͬて、このೋつのηク
ターをओ؟とするTTは、৯ྉෆ҆にରॲし、ਫෆ଍
の໰୊にऔり૊Ήう͑でのϙテϯシϟルをൿめてい
る。

。ηクターに͓͚るTTのศӹもඇৗにେきいۀྛ
テクϊϩδーのվળは、৿ྛの࣋ଓՄೳなੜੑ࢈、ੜ
෺ଟ༷ੑの保શの্޲につながり、·た国Ո的ن໛か
ら৿ྛࣗମのϨϕルにࢸる·で、·た୯Ұのྛ࣮ۀફ
のࢹ఺から෯޿いࣾ会ࡁܦ的なアプϩーνにࢸる·
で、ऩӹੑのվળにつながるՄೳੑが͋る（IPCC2000, 
2007b）。

さらにTTは、アフリカશҬにわたり、ΤωルΪー
へのアクηスとީؾมಈにରするճ෮力のվળをもた
らすՄೳੑが͋る。グリーϯで௿୸ૉのΤωルΪーٕ
ज़は、ΤωルΪーへのアクηスとΤωルΪー҆શ保ো
のվળにࢿするとこΖがେきい。৽たなテクϊϩδー
がΤωルΪーੜ࢈をվળさͤ、ফඅޮ཰を্޲さͤる。
そのଞにグリーϯTTがアフリカに͓いてॏཁな໾ׂ
を果たしうる෼໺としては、༌送イϯフϥ開発、ଜམ
部ɾ౎ࢢ部のイϯフϥܭ画なͲが͋る。

しかし、これ·でのとこΖアフリカに͓͚るTT੓

は、開発に͓͚るେきなศӹをもたらすために必ཁࡦ
な、·たグϩーόルなީؾมಈにऔり૊Ήために必ཁ
なن໛ないしϖースを࣮ݱできていない。ओとして力
が஫がれているのは、開発్্諸国に͓͚るグリーϯ
なٕज़的ϋーυウェアへの౤ࢿにイϯηϯテΟブを༩
͑るための௥Ճ的なۚࢿ供༩（たと͑͹クリーϯ開発
メカχζムにͮجく୸ૉクϨδットの供༩）で͋る。
結果的に、Ҭ಺に͓͚るテクϊϩδーのී及は௿いϨ
ϕルにとͲ·ͬている。したがͬて、こうしたঢ়گを
ม͑ていくために、TTにରする理解をվめる必ཁが
͋る。

௕ظ的なグリーϯ成௕とਓؒ開発のୡ成に͚޲てア
フリカがTTをे෼に׆用するために必ཁとなるॏཁ
な条件はࡾつ͋る。

ㅡҬ಺に͓͚るイϊϕーシϣϯೳ力をߏஙɾࢧԉす΂
きで͋る。アフリカはࣗらのٕज़的χーζのධՁ͓
よび஌ࣝ（φϨッδ）フϩーを௨͡たイϊϕーシϣ
ϯೳ力の開発にணखしな͚れ͹ならない。国͝とに
ٕज़的χーζはେきくҟなͬて͓り、文຺ಛ有の഑
ྀもଟ数͋ることから、ਤ 3 に見るように、ଟ༷か
つద੾なհೖが必ཁになる。アフリカ֤国の͋いͩ
でイϊϕーシϣϯೳ力とそれに関࿈したシステム
を開発するための努力が行われれ͹、グリーϯTT
は૬౰なن໛でのグリーϯ成௕につながるͩΖう

（6NCTAD, 2007）これは、֤国及び֤地Ҭに͓͚
るステークϗルμーओಋの本֨的なධՁにͮجいて
֤国ϕースでઃஔされるީؾイϊϕーシϣϯηϯ
ター（Climate Innovation Centers）により༰қに
なるͩΖう。

4 アフリカにおけるグリーン成長の
ための技術移転
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ㅡこれ·で஌的࢈ࡒ権（IPR）は、アフリカへのグリー
ϯTTを્֐するものと見られてきた。複数のۀا
は、͋るछのテクϊϩδーに関しては、IPRがٕज़
的な࠷ઌ୺に৮れようとするࡍのোนとして作用す
るのではないかとのݒ೦をৗに表明している。たと
͑͹ബບଠཅ電஑テクϊϩδーに関しては、これが
࣮情で͋る。IPRにアクηスできな͚れ͹、開発్
্国のۀاはこれらのテクϊϩδーを࠾用し、それ
にऔり૊Ήことができない。ީؾテクϊϩδーに関
しては、IPRをങいऔるためのۚࢿを提供し、その
テクϊϩδーをެ開するという੓ࡦΦプシϣϯが͋

る。ͩが、જࡏ的な஌ࣝ（φϨッδ）フϩー、ڭҭ、
όリϡーνェーϯのશての౰事ऀ、ྲྀަࡍम、国ݚ
を結びつ͚ようという努力をଅਐするようなઓུ的
な関৺が൐わな͚れ͹、IPRへのアクηスは成ޭし
ないՄೳੑがߴい。

ㅡグリーϯテクϊϩδーが、ࢢ৔に׬શにऔりࠐ·れ
るのではなく、ࣾ会にとͬてのศӹをੜΈ出すよう
にするには、TTにରするもͬとେきなެ的ࢧԉが
必ཁで͋る。

図3　�技術移転プロセスにおけるハードウェアと知識（ナレッジ）の質的に異なる
フローおよび各タイプの新規能力に対する貢献

フローA

技術提供側 移転される技術 技術受け入れ側

提供する企業の
エンジニアリング、
経営その他の技術能力

新たな創造能力の創出

イノベーション能力の蓄積

資本財
エンジニアリング・サービス

経営サービス
製品設計

運用及び保守に
関するスキル及び知識
（ノウハウKnow How）

技術の変化を生み出し
管理するための知識、
専門能力、経験

（ノウホワイKnow Why）

フローB

フローC

出典：Bell（1990）を調整。
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グリーン成長への移行プロセスの初期段階での資金調達には、
大胆な政策、市場インセンティブ構造、規制フレームワークが必要である。
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グリーϯ成௕ઓུの࣮ࢪを成ޭさͤるには、ۚࢿ的
なリιースが必ཁで͋る。たと͑͹グϩーόルなن໛
では、グリーϯ成௕のためのۚࢿधཁは、2011೥から
2050೥にか͚て、೥ؒ 1 ஹ500ԯυルから 2 ஹ5,900ԯ
υルになるとࢉࢼされている（6N&P, 2011）。ͩが、
グϩーόルن໛でのʮグリーϯなʯ成௕のためにͲれ
くらいのίストがかかるかを໰うので͋れ͹、その反
ର、つ·り、ʮରࡦを行わないέース（Business As 
6sual）ʯをଓ͚てい͚͹グϩーόルࡁܦにͲのような
ίストがੜ͡るのかもซͤて໰う΂きで͋る。これに
ついては、গなくともத௕ظ的には、ऀޙ（行ಈしな
い৔߹）のίストは結ہのとこΖલऀよりもߴくなる
というࢉࢼがಘられている。

グリーϯ成௕という޿いࢹ໺にཱて͹、ީؾมಈの
Өڹにより、行ಈしないことのίストは結ہのとこΖ
行ಈすることのίストよりେきくなりうることが෼か
る。スターϯɾϨϏϡー（Stern Review）のࢉࢼでは、
をճආする΂くԹࣨޮ果ΨスڹେのѱӨ࠷มಈのީؾ
のഉ出ྔをݮ࡟するための೥ؒίストは、ੈ界શମの
GDPの໿ 1 ˋになる。これはつ·り、௿୸ૉ޲ࢤの
開発をめ͟し、地ٿԹஆԽが໿ 2 ˆにཹ·るようେؾ
தのԹࣨޮ果Ψスのೱ౓Ϩϕルを҆定さͤることを意
味する。ରর的に、ʮରࡦを行わないέース （Business 
as 6sual）ʯをଓ͚、それに൐いީؾมಈをճආしな
いことによるӨڹ（೶ۀੜ࢈の௿Լ、೤೾、ׯ͹つ、
৅）がੜ͡る৔߹、そのίストはؾਫなͲのҟৗߑ
ੈ界શମのGDPの 5 ʙ20ˋに૬౰するとਪ定される。
ࣾ会的なׂҾ཰にもよるが、このࢉࢼは、行ಈしない
ことのίストは行ಈすることのίストにൺ΂ 5 ഒから
20ഒもେきくなるՄೳੑが͋ることを示ࠦしている。

グリーϯ成௕にཁするۚࢿのֹがେきいことから、

複数のۚࢿௐୡΦプシϣϯを୳る必ཁがੜ͡てくる。
アフリカ諸国にとͬて、グリーϯ成௕のためのۚࢿௐ
ୡについては複数のઓུが͋る。たと͑͹（1）༏ઌ
ηクターに͓͚るޮݯࢿ཰の࠷దԽとੜੑ࢈の্޲、

、ݮ࡟੓ίストࡒௐ੔を௨͡たิॿۚのための࠶（2）
（3）グリーϯ成௕に͚޲たグϩーόルなۚࢿௐୡΦプ
シϣϯの׆用、（�）的をͬߜた׭ຽύートφーシップ
のߏங、（5）そのଞのࡒ੓ɾ؀境੓ࡦπールの׆用、
なͲで͋る。

ㅡόリϡーνェーϯのグリーϯԽによるޮݯࢿ཰の࠷
దԽとੜ্޲ੑ࢈ɹ௿開発諸国に͓͚るط存のイϯ
フϥはඇৗにඇޮ཰なもので͋り、ಛにアフリカに
͓いては、ޮݯࢿ཰とੜੑ࢈をվળするΦプシϣϯ
がଟ数͋る。たと͑͹、開発్্国に͓͚るΤωル
Ϊーޮ཰վળに͚޲てੈ界શମで໿900ԯถυルの
౤ࢿを行͑͹、ਖ਼味で6,000ԯถυルのίストݮ࡟に
つながるՄೳੑが͋る（.c,insey and Company, 
2010）。ಉ༷に、ੈ界શମで೥ؒ180ԯถυル૬౰
のਫが、࿙ਫ、ෆ法઀ଓ、メーターのނোにより、

ʮແऩਫ（non-revenue water、NR8）ʯとなͬてい
る。国಺の্ਫಓシステムがػೳෆશとなͬている
৔߹、NR8がશମの15ˋから70ˋҎ্にも及Μで
いる৔߹が͋る。ਫधཁがݱ行のܗଶでの供څを্
ճͬているঢ়گに͓いて、これはඇৗにେきな໰୊
で͋る。ੈ界ن໛で見ると、্ྲྀに͓͚るਫ供څに
ཁする֤国੓෎のࢧ出は、ࡏݱの೥�00ԯʙ�50ԯถ
υルから、2030೥には໿2,000ԯυル·で૿େする
Մೳੑが͋る（ྲྀ௨ίストをআく）。

ㅡ࠶ௐ੔を௨͡た、ิॿۚのためのࡒ੓ίスト্ݮ࡟

5 アフリカにおけるグリーン成長の
ための資金調達
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ड़のように、これも·たアフリカ諸国にとͬて௥ٻ
ՄೳなۚࢿௐୡΦプシϣϯで͋る。2010ʙ2011೥、
શアフリカ諸国のうͪ൒෼Ҏ্が೩ྉ製඼に関して
何らかのิॿۚをಋೖして͓り、これらのิॿۚは
ฏۉしてGDPの1.�ˋに૬౰するެ的ݯࡒをফඅし
ていた。2011೥の࣌఺で、೩ྉิॿۚをಋೖしてい
る25カ国のうͪ 6 カ国（ओとしてੴ༉༌出国で͋る）
では、ิॿۚのためのࡒ੓ίストがGDPの 2 ˋҎ
্にୡしていた（8orld BanL, 2012a）。

ㅡグリーϯ成௕に͚޲たグϩーόルなۚࢿௐୡΦプ
シϣϯの׆用ɹ֎国௚઀౤ࢿ（'DI）にՃ͑て、֤
国がީؾมಈへのରԠɾӨڹ؇࿨、ੜ෺ଟ༷ੑ保
શ、そのଞ؀境の࣋ଓՄೳੑに関する໰୊のために
利用できるิ׬的なۚࢿ供༩のػ会はଟ数存ࡏす
る。こうしたメカχζムશൠを௨͡て利用Մೳなࢿ
ۚはա10ڈ೥ؒで૿Ճして͓り、ۙいকདྷも૿Ճを
ଓ͚るͩΖう。

ㅡ的をͬߜた׭ຽύートφーシップのߏஙɹຽؒηク
ターによるۚࢿは、グリーϯ成௕へのҠ行に͓いて
ෆՄܽなものとなるͩΖう。アフリカେ཮に͓いて
֎国௚઀౤ࢿが੓෎開発ԉॿ（0DA）を·す·す
྇կしつつ͋るなかで、֤国੓෎は、֤ʑの૬ର的
૪༏位にԠ͡て、ຽؒηクターに͓͚るグリーڝ
ϯɾプϩδェクトにରするຽؒηクターࣗ਎の౤ࢿ
のために、ద੾なࢧԉɾ؀੍ن境を提供する必ཁが
͋る。

ㅡそのଞのࡒ੓ɾ؀境੓ࡦπールの׆用ɹ֤国が利用
できるۚࢿௐୡメカχζムとして、ڪらく࠷も௚઀
的なものはࡒ੓ɾ؀境੓ࡦπールで͋る。このなか
には、グリーϯ੫੍、グリーϯௐୡ、グリーϯ݊࠴、
ϚイクϩクϨδット、ؾ৅ࢦ数保ݥ、ੜଶܥサーϏ
スに関するධՁʗࢧ෷いなͲ、ޮݯࢿ཰と࣋ଓՄೳ
なੜܭखஈをࢧԉするためのπールがؚ·れるとਪ
ଌする。アフリカ諸国にとͬて、֤国がࣗ国のఱવ
؀境ѱԽ及びԚછのίストを、しࢹϕースを؂ݯࢿ
ධՁするೳ力をڧԽすることは、؀境੍نɾ੫੍に
ついて情報にͮجく意ܾࢥ定を行うう͑でॏཁで͋
る。グリーϯ成௕への関৺が国Ո༧ࡦࢉ定プϩηス
に౷߹され、ద੾なݯࢿがಈһされるようにするに
は、ࡒ຿ɾܭ画関࿈のলிがૣظから関༩すること
が伴となる。

શൠ的に、グリーϯ成௕は、ޮ཰ɾੜੑ࢈のվળを
௨͡たࣗۚࢿݾௐୡに͚޲たඇৗにେきなજࡏ的ػ会
を提供している。とはい͑、グリーϯ成௕へのҠ行の
ॳظஈ֊に͓͚るۚࢿௐୡには、そうしたػ会を࣮ݱ
するためのେ୾な੓ࢢ、ࡦ৔イϯηϯテΟブߏ଄、ن
੍フϨームϫークが必ཁで͋る。۩ମ的なπールとし
ては、ίストのかさΉิॿۚの࠶ௐ੔、ੜଶܥサーϏ
スへのࢧ෷いそのଞのࡒ੓੓ࡦાஔを௨͡た成௕の֎
部ੑの಺部Խ、఻౷的なۚࢿௐୡメカχζム（'DI、
0DAをؚΉ）の׆用、ީؾมಈɾੜ෺ଟ༷ੑɾ؀境
の࣋ଓՄೳੑに͚޲た৽ڵのグϩーόルファϯυの利
用なͲが͋る。



グリーン成長に
向けた支援環境の

創出6
Chapter

アフリカ開発銀行は、他の多国間および二国間機関とともに、意識向上、知識共有（ナレッ
ジシェア）、事業開始時の技術支援、プログラム／プロジェクト個別の介入に関する指導・
資源の提供により、アフリカにおけるグリーン成長への移行を促進することができる。
事業上の経験に加え、AfDBはグリーン成長を支援するための基礎を提供し、ひいては、
加盟国の持続可能な開発への移行におけるパートナーとして機能することができる。
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લ章·では、アフリカのࡁܦ的ਐาのಛ௃を঺հし、
開発の利఺とܽ఺を࿦͡、୹ظɾ௕ظにわたͬてऔり
૊Ή必ཁの͋るओཁな開発トϨϯυを֓આした。·た、
伴となるࡁܦηクターについて࿦͡、࣋ଓՄೳな開発
というಓをਪਐするࡍのテクϊϩδーとۚࢿௐୡखஈ
の໾ׂを୳ͬた。イϯクルーシブで͋るとともに、いͬ
そうグリーϯで͋るような成௕へのҠ行をୡ成するに
は、ؒ࣌とଟେな努力が必ཁで͋る。さらには、ద੾
なࢧԉ؀境、੓ࡦ、੍౓ߏ଄、ઐ໳的ೳ力、イϯηϯ
テΟブの࢓૊Έが必ཁで͋る。

アフリカは21ੈلதに૬౰なن໛の開発をਐめるେ
きなػ会をखにしている。ͩがそうしたલਐが࣮ݱし
ҡ࣋されるのは、アフリカେ཮がࡏݱ௚໘している؀
境໘ɾࣾ会ࡁܦ໘でのมԽにରԠし、ಉ࣌にこれにద
Ԡしていく৔߹にݶられる。لੈࠓのより複ࡶな՝୊
を೺Ѳするには、よりଟくのηクターԣஅ的෼ੳとڠ
ಇが必ཁになる。

グリーϯ成௕をମܥ的にਪਐするࡍにはॏཁなΤϯ
トリーϙイϯト（ೖりޱ）が͋り、AfDBそのଞの開
発ػ関は、こうしたҠ行をଅਐすることができる。

グリーン成長に向けたエントリーポイント
アフリカに͓͚るグリーϯ成௕のਪਐ及びよりグ

リーϯなࡁܦに͚޲たҠ行のࢧԉに関しては、いくつ
かखがかりとなるखஈが͋る。そのうͪ࠷もઓུ的な
ものは、開発ܭ画のॳظஈ֊に͓いてঃʑにグリーϯ
成௕をメイϯストリームԽし、ద੾な੍౓的ࢧԉ؀境
がಋೖされるようにすることで͋る。グリーϯ成௕の
メイϯストリームԽのॏཁなΤϯトリーϙイϯトは、
国Ո開発ܭ画サイクルで͋る。

国Ո開発ܭ画（National Development Plan）とශ

 ઓུϖーύー（Poverty Reduction Strategyݮ࡟ࠔ
Paper）は、͋る国に͓͚る開発の༏ઌॱ位を定め、
これにैい౤ࢿの༏ઌॱ位をܾ定するもので͋る。೶
及びΤωルΪー利用のվળといͬた۩ମ的なੑ࢈ੜۀ
開発目ඪは、બ୒Մೳなଟくのアプϩーνを௨͡て࣮
するというࢹすることができる。グリーϯ成௕をॏݱ
ことは、ࡁܦ的ɾࣾ会的ɾ؀境的ࢹ఺から、ಛ定の国
に͓いてこれらのアプϩーνのͲれが࠷も;さわしい
のかを൑அするための਍அをॳظのஈ֊で行うことを
意味する。グリーϯ成௕に͚޲たさらにࡉかいखஈは、
そのޙのஈ֊に͓͚るもので、ݯࢿの利用ޮ཰、࣋ଓ
Մೳੑとճ෮力といͬたݪଇを開発プϩグϥムʗプϩ
δェクトのઃܭに౷߹することに力を஫͙。

ॳظஈ֊のシステϚテΟックなܭ画ࡦ定をڧԽする
には、複数ηクターを෯޿く౷߹することも必ཁにな
る。௕ظ的な開発Ϗδϣϯ、そして、より౷߹的かつ
プϩグϥムԽされた開発アプϩーνと結びついたϋイ
Ϩϕルな੓࣏的ίϛットメϯトの必ཁੑはಛにॏཁで
͋る（AfDB and 0&CD, 2013）。͋る国のఱવݯࢿの
๛かさをద੾に೺Ѳし、࣋ଓՄೳੑにରするリスクを
ධՁし、ਐḿをࢹ؂するためには、਍அೳ力、情報ऩ
ूೳ力、ࢹ؂ೳ力のվળがॏཁで͋る。ద੾なࡁܦ的ɾ
ࣾ会的ɾ؀境的ج४にԊͬて開発のਐḿが定ٛɾࢹ؂
されてॳめて、࣋ଓՄೳੑという఺から成௕の࣭をධ
ՁすることがՄೳになる。

グリーϯ成௕に͚޲たૅجのଟくはすでにಋೖされ
ているが、開発ܭ画とその࣮ࢪにମܥ的に౷߹されて
いるとはݴいがたい。したがͬて、ઓུ的؀境ධՁ

（Strategic &nvironmental Assessment）をよりମܥ
的にద用することが、開発Φプシϣϯを、ࣗવ࢈ࢿに
ରするӨڹという఺でධՁするࡍに有ӹで͋Ζう。·

6 グリーン成長に向けた
支援環境の創出
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た、Threshold 21ϞσルなͲ、౷߹的なܭ画ࡦ定πー
ルを͑࢖͹、ࡁܦ的、ࣾ会的、؀境的目ඪの͋いͩの
シφδー及びトϨーυΦフという఺からの開発ํ਑の
ධՁがॆ࣮するͩΖう。それҎ֎のπールも、௿୸ૉ
開発に͚޲たΦプシϣϯといͬた۩ମ的なテーϚ෼໺
に関するඅ用ରޮ果のߴいとࢥわれるΤϯトリーϙイ
ϯトを見ۃめるػ会を༩͑てくれる。たと͑͹、Թࣨ
ޮ果Ψス཈੍ίストۂઢは、開発ηクター಺、͋る
いは開発ηクターؒでの、࠷も௿ίストな؇࿨Φプ
シϣϯをಛ定するう͑で有ӹで͋り、ΤνΦϐアのグ
リーϯ成௕ઓུに͓͚るෆՄܽなཁૉとなͬた（Go&、
2011）。

޲ಋする͚ͩでなく、ޮ཰のࢦ定をࡦなઓུൣ޿
会ػখԽといͬた࠷ଓՄೳੑのଅਐ、੬ऑੑの࣋、্
をಛ定するのに໾ཱつさ·͟·なπールも͋る。こう
したπールは、さらにॳظஈ֊でػೳし、プϩδェク
トサイクルのॳظに͓͚るプϩδェクトઃܭの࠷దԽ
にݙߩすることにより、ࣾ会的ɾ؀境的なηーフΨー
υ（҆શાஔ）をิ׬できる。ఱવ؅ݯࢿ理という文
຺で͑ݴ͹、࣋ଓՄೳな౔地؅理ɾ౷߹的なਫ؅ݯࢿ
理はֶࡍ的なアプϩーνをମݱするもので͋り、複数
のηクターにわたる開発目ඪをੜΈ出し、෯޿い੓ࡦ
Ϩϕルのհೖをプϩδェクトݻ有のखஈと結びつ͚よ
うとするもので͋る。AfDBଞの૊৫により開発され
たʮީؾリスク৹ࠪπール（Climate RisL Screening 
Tools）ʯは、プϩδェクトのީؾ関࿈の੬ऑੑをಛ定
することに໾ཱͪ、Մೳなリスク؇࿨ાஔについてૣ
。਑を提供するもので͋るࢦのظ

্ड़のような՝୊にରԠするために必ཁなグリーϯ
成௕ઓུは、ࡁܦ開発と؀境の࣋ଓՄೳੑが、Ͳうす
れ͹͓ޓいにิڧし߹い、グリーϯ成௕に൐うトϨー
υΦフのࠀ෰に͚޲てウΟϯɾウΟϯのシφδーޮ果
をੜΈ出すかという఺について۩ମ的な੓ࡦフϨーム
ϫークを提供する（Girouard, 2011）

グリーϯ成௕のための෣୆を੔͑るためには、ଟく
の条件と௥Ճ的なվֵがこの੓ࡦに෇ਵするはずで͋
る。なかでもಛචす΂きは、ద੾な౔地վֵɾ౔地੓
明ੑと༏れたಁ、ࢿ౤ڞグリーϯ成௕にରするެ、ࡦ
ΨόφϯスのڧԽなͲで͋る。

౔地վֵは、アフリカେ཮がグリーϯ成௕アδェϯ
μの࣮ࢪによるศӹをಘるために必ཁで͋る。ۙ೥、
アフリカに͓いて౔地をめ͙るڝ૪がܹԽし、定ظआ
地੍౓にඇৗにେきなѹ力がかかͬていることが࣮ূ
されている。たと͑͹アフリカ౦部ɾೆ部のଟくの国
では、国ຽ1ਓ౰たりのߞ地໘ੵがこのҰੈ代の͋い
ͩに൒ݮしている。౔地վֵによͬて、೶Ոが౔৕保
શに౤ࢿし、೶地を୲保にして೶地のੜ্޲ੑ࢈のた
めの༥ࢿを֫ಘし、৽たな೶ۀテクϊϩδーを࠾用す
ることをଅすՄೳੑが͋る。

ೳ力ߏஙにରするެڞ౤ࢿは、ຽؒۀاにとͬての
౤ࢿίストをݮ࡟することによͬてグリーϯ成௕にߩ
ηクターڞެ。するという意味でඇৗにॏཁで͋るݙ
は、グリーϯ成௕を͑ࢧるために必ཁな࿑ಇ力のスΩ
ル及びೳ力վળをࢧԉすることができる。たと͑͹、
௿୸ૉでީؾにରするճ෮力のߴいテクϊϩδーを開
発するためのڀݚ開発スΩル、そうしたシステムをߏ
ங、ݐઃ、ಋೖ、保कするために必ཁなスΩルなͲで
͋る（Corfee-.orlot et al., 2012）。

さらに、イϯフϥ開発へのެڞ౤ࢿは、グリーϯイ
ϯフϥに͚޲たフϨームϫークにͮجく必ཁが͋る。
それは、؀境的ɾࣾ会的ɾࡁܦ的な࣋ଓՄೳੑのため
に必ཁなੜଶܥフϨームϫークで͋る（8orld BanL, 
2012b）。アフリカではେ෯にイϯフϥがෆ଍してい
るが、これはʮਖ਼しくݐઃするʯ（ࡁܦ的のΈならず
؀境的な഑ྀにも関࿈する）こととʮよりଟくݐઃす
るʯ（ࣾ会的なχーζをຬたすことに関࿈する）こと
との͋いͩのトϨーυΦフを৻ॏに検౼するػ会を༩
͑てくれる。さらに、ະདྷのީؾ条件は͋るఔ౓ෆ֬
࣮で͋り、このことはఱࡂへのରԠ力の௿いイϯフϥ
にରしてѱӨڹを༩͑るՄೳੑが͋る。

していくためٻに、グリーϯ成௕をޮ果的に௥ޙ࠷
に、アフリカはಁ明ੑと༏れたΨόφϯスをڧԽして
いく必ཁが͋る。ઌਐ地Ҭにൺ΂、アフリカ諸国はຽ
ओ的でなく、フΥーϚルな૊৫（ެ的な又は登هされ
た૊৫౳）も෗ഊがܹしい。ڀݚによれ͹、૊৫的、
法的、੓࣏的ೳ力がߴい国΄Ͳ、ࡁܦ的にも発లする
が͋るという（,uncic, 2012）。੬ऑな૊৫は෗޲܏
ഊとϨϯトシーΩϯグ行ಈをটき、ެڞ੓ࡦにରする
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ෆ信ײとඇޮ཰ੑ、ެڞイϯフϥをؚΉࣗવࢿ本ɾ࠶
ੜՄೳࢿ本のඇ࠷దな؅理につながͬていく。この
文຺に͓いて、๛かなݯࢿを࣋つアフリカ諸国はす
΂て、࠾औಁۀ࢈明ੑվળイχシアνブ（&Ytractive 
Industries Transparency Initiative）なͲ、ಁ明ੑと
Ψόφϯスのվળをଅਐɾࢧԉし、੓෎ࡀೖに関する
検ࠪをڧԽするような૊৫にՃໍすることがਪ঑され
ている。

アフリカ開発銀行
AfDBは、ଞのଟ国͓ؒよびೋ国ؒػ関とڞに、意

のٕज़࣌࢝有（φϨッδシェア）、開ڞ஌ࣝ、্޲ࣝ
ผのհೖに関するݸԉ、プϩグϥムʗプϩδェクトࢧ
の提供により、アフリカに͓͚るグリーϯݯࢿಋ΍ࢦ
成௕へのҠ行をଅਐすることができる。

グリーϯ成௕に൐いޮ཰の্޲とίストઅ໿がಘら
れるҰํ、ઌ行౤ࢿというίストがੜ͡るՄೳੑがߴ
く、Ҡ行のো֐になりかͶない。AfDBはैདྷの༥ࢿ
खஈにՃ͑て、こうしたۚࢿ໘のোนのࠀ෰に໾ཱつ
で͋Ζうさ·͟·なֵ৽的༥ࢿखஈをӡ用ɾओ؅して
いる。

たと͑͹、ީؾ౤ࢿファϯυ（Climate Investment 
'und）΍アフリカ࣋ଓՄೳΤωルΪーファϯυ

（Sustainable &nergy 'und for Africa） を ௨ ͡ て、
AfDBは、ީؾมಈの؇࿨及びదԠといͬたテーϚを
開発׆ಈに͓いてメイϯストリームԽし、さ·͟·な
ϨϕルでのクリーϯΤωルΪーによるιリϡーシϣϯ
の֦େをଅਐするための༥ࢿखஈをいくつか用意し
ている。·たAfDBは、グϩーόル؀境ファシリテΟ

（Global &nvironmental 'acility）のݯࢿをアフリカに
͓͚るさ·͟·な؀境໰୊へのରԠにճすことにもߩ

 している。さらに、アフリカਫファシリテΟ（Africaݙ
8ater 'acility）を௨͡て、ॏཁݯࢿの࣋ଓՄೳな؅
理をࢧԉしている。

֎国௚઀౤ࢿのن໛が֦େするなかで、グリーϯ成
௕をଅਐするう͑でຽؒηクターの関༩はいͬそうॏ
ཁになりつつ͋る。したがͬて、֤国のグリーϯテク
ϊϩδー͚޲の౤؀ࢿ境をڧԽするう͑で、AfDBの
ຽؒηクター୲౰部໳がݙߩできることになる。ಉ༷
に、AfDBはҬ಺Ճໍ国による׭ຽύートφーシップ
のҭ成ɾڧԽをࢧԉすることができる。৽たなグリー
ϯテクϊϩδーへの౤ࢿにࡍしてຽؒηクターのओମ
が௚໘するリスクをܰݮするう͑で、׭ຽύートφー
シップをメイϯストリートԽしていくことも͑ߟられ
る。

AfDBはすでにその事ݧܦۀを௨͡て、グリーϯ成
௕ଅਐのためのૅجをଟ数用意して͓り、より࣋ଓՄ
ೳੑのߴい開発ํ਑へのҠ行に͓いてՃໍ国のύート
φーとしてػೳすることができる。とはい͑、これは
出発఺にす͗ず、開発ύートφーとクϥイアϯト国と
による௕ظ的なௐ੔と૬ֶޓशが必ཁで͋る。このよ
うなܭ画的なアプϩーνをՄೳとするためには、ܒ発ɾ
஌ࣝ（φϨッδ）ϕースのڧԽにՃ͑て、開発౰事ऀ
によるよりڠௐ的な行ಈがٻめられる。そのためには、
ηクター、部ہ、লி、ػ関の͋いͩのڠಇが必ཁで
͋る。より౷߹的なιリϡーシϣϯをࡦ定するには、
関܎する開発ύートφーす΂てのೝࣝと意ཉがٻめら
れる。さらに、࣌ݱ఺ではݯࢿɾ༥ࢿखஈがࡉ෼Խさ
れて͓り、ௐ੔が必ཁになるͩΖう。このようなมֵ
はҰேҰ༦に࣮ݱできるものではない。ͩが、ࠓこそ
スタートす΂きときなのͩ。
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